
令和４年度 

校長室だより 

No.６ 

 令和４年５月 6 日 

【発行者】 

佐野市立田沼東中学校長 松島 繁夫 

ゴールデンウィーク終盤、日によっては初夏を思わせる陽気となりました。

校庭の木々の緑も鮮やかになり、１年のうちで最も成長する時期となりました。 

さて、来週はゴールデンウィークが終わり通常日課に戻り、週末の中体連市

春季大会、そして月末の運動会に向けて、準備が進んでいます。 

ところで、「５月病」という言葉があるように、この時期は、生徒たちが元気

に登校できるか心配な時期です。特に本校に入学したばかりの１年生は学校生

活にうまく適応できるか心配でした。しかし、多くの生徒は連休明けも授業や

部活動など各活動に熱心に取り組んでいます。 

◇晴天に恵まれた創立記念写生会 

前号でお知らせしたとおり、５月２日（月）に本校の創立を記念して、写生

会が開催されました。本校では、創立が昭和 22 年４月 28 日(全国的に多く

の学校がこの日）であることから、４月 28 日を創立記念日としております。 

1 年：本校校庭       ２年：一瓶塚稲荷神社        ３年：唐沢山 

創立記念日から少々遅れての実施となりましたが、学校や地域の誇れる歴

史・文化・自然の素晴らしさを実感できた写生会となりました。特に３年生は

唐沢山に登っての活動でした。晴天に恵まれ、天狗岩からの眺望も満喫しな

がら、気分も爽快に有意義な写生会となったようです。 

◇令和４年度の本校教育について 

今年度の本校教育について、概要を裏面のとおり「令和４(2022)年度 佐

野市立田沼東中学校 学校教育全体構想図」としてまとめました。 

今年度も生命尊重・人権尊重を基盤とし、「認め合い 支え合い 磨き合い 活

力のある学校」、「生徒一人一人にとって明日が待たれる学校」の創造を目指

すことを通して、教育目標・目指す生徒像の具現化を図る考えです。 

なお、昨年度に続き、栃木県教育委員会及び佐野市教育委員会から指定を

受けて、「地域部活動推進事業」に取り組みます。 

  



令和４(2022)年度 佐野市立田沼東中学校 学校教育全体構想図 

 

自他の生命と人格を尊重し、知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成を目指す 

【ひ】 ひろく、豊かな心を育てる生徒（徳） 

【が】 がんばりぬく気力と体力を養う生徒（体） 

【し】 しんけんに学習し、学力を高める生徒（知） 

教育目標・目指す生徒像 

柔軟でありながら 強じん 

しかも 地下で しっかりと手を握りあう          

これぞ われらの象徴 群竹 

群竹の心 

認め合い、支え合い、磨き合い、活力のある学校 

生徒一人一人にとって明日が待たれる学校

目指す学校像 

１ 学力・体力の向上 

〇｢個別最適な学び｣と「協働的な学び」の実現のための授業改善 
〇特別支援教育・インクルーシブ教育のより一層の充実 

２ 生徒指導及び学級経営の充実 
〇自己肯定感や成就感が得られる教育の推進 
〇いじめ防止と不登校生徒の予防・解消を図る積極的な生徒指導の推進 
〇生徒が居がいを感じる学級経営の充実 

３ 「社会に開かれた教育課程」を重視した特色ある学校の創造とキャリ
ア教育の推進 
〇地域の人材・物的資源を活用した特色ある教育活動の充実 
〇キャリア教育における積極的な地域人材・物的資源の活用 
〇田沼東中学校区小学校との連携充実と小中一貫教育の推進 

４ 「学校における働き方改革」の推進 

〇業務改善の一層の推進 
〇地域部活動の推進  

生命尊重・人権尊重の教育の推進 
         

「人権教育研究指定校」の研究推進を継承した取組  

・生徒一人一人にとって明日が待たれる学校  

・互いのよさや違いを認め合い､励まし合い、高め合える人間関係  

・いじめはしない、させない、見逃さない   ・共生の心の育成 
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本年度の重点実践課題 


